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色とりどりの付せん紙を貼って災害時の行動を話し合いました
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町
内
会
生
活
安
全
研
修
会

　
　
　
名
寄
市
町
内
会
連
合
会

　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
等

の
災
害
時
の
行
動
や
対
応
を
地
域
住
民
で

考
え
る
災
害
図
上
訓
練
「
Ｄ
－
Ｇ
」
に
取

り
組
む
町
内
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
名
寄
市
町
内
会
連
合
会
が
、
昨
年
い
月

１
５
日
に
開
催
し
た
「
町
内
会
生
活
安
全
研

修
会
」
で
は
、
北
海
道
内
で
Ｄ
－
Ｇ
の
第

Ｔ
六
窓
で
あ
る
北
海
道
教
育
大
学
の
佐
々

木
貴
子
准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
災
害
図

上
訓
練
Ｄ
－
Ｇ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
救

助
さ
れ
た
ワ
割
近
く
の
人
が
地
域
の
方
々

に
助
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
は

公
的
援
助
が
及
ば
な
い
こ
と
を
念
頭
に
お

き
、
防
災
・
減
災
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら

近
隣
同
士
の
つ
な
が
り
が
大
切
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
続
く
、
Ｄ
－
Ｇ
の
演
習

は
、
６
ｓ
１
０
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ま
ち
の
地
図
を
囲
ん
で
避
難
誘
導
等
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
話
し
合
い
ま
し

た
。
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
防
災
の
視

点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
と
隣
近
所
の
た

す
け
あ
い
の
大
切
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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町内会たすけあいのネットワークづくりを応援します〕
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－

　
北
海
道
町
内
会
連
合
会
（
道
町
連
）
で
は
、
地
域
の
ひ
と

リ
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
ね
た
き
り
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
町
内
会
・
自
治
会
が
、
要
援

護
者
の
発
見
・
声
か
け
・
助
け
合
い
活
動
を
実
践
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
運
動
目
標
に
「
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が

さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
リ
全
道
運
動
」
を
平
成
２
年

度
か
ら
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北
海
道
共
同
募
金
会
　
一

の
三
者
提
唱
に
よ
り
す
す
め
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
交
流
行
事
を
通
じ
て
身
近
な
取
り
組
み

　
１
１
９
町
内
会
へ
助
成
・
１
９
０
事
業
が
実
施

　
平
成
１
９
年
度
は
、
3
8
市
区
町
村
の
Ｉ
１
９
町
内
会
得
に
３

万
円
が
助
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
助
成
内
訳
は
、
「
単
年
指
定
」
が
１
０
３
町
内
会
、
２
年
間
で

新
た
な
事
業
を
組
み
立
て
基
盤
整
備
の
た
め
の
［
２
年
指
定
」

が
１
６
町
内
会
で
し
た
。
事
業
数
は
１
９
０
事
業
。

　
事
業
内
容
は
、
町
内
会
の
各
種
行
事
を
通
じ
た
交
流
等
の

　
「
交
流
活
動
」
が
１
０
６
事
業
（
5
5
・
８
％
）
、
続
く
、
声

か
け
や
安
否
確
認
な
ど
の
訪
問
活
動
等
の
「
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
活
動
」
が
４
６
事
業
（
2
4
・
２
％
）
取
り
祖
ま
れ
、
昨
年
度

同
様
に
活
動
の
中
心
を
占
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
１
９
年
度
事
業
ベ
ス
ト
１
０
参
照
）
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１位各種行事を通じた交流

２位訪問活動

３位ふれあいサロン活動

４位除排雪・環境整備活動

５位三世代交流

６位会食会等

７位健康教室･相談･勉強会･
　　　研修会

８ｲ立食事サービス

９位防犯パトロール

10位福祉部の組織化・福祉委

　　　員の配置等

10位災害時要援護者のための
　　　体制づくリ
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ふ
ま
ね
っ
と
で
健
康
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
リ

―
－
－
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「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
知
内
町
小
谷
石
町
内
会

　
知
内
町
小
谷
石
町
内
会
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を

定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
保
健
師
さ
ん
に

よ
る
介
護
予
防
運
動

　
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
が
健

康
づ
く
り
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。
「
ふ
ま

ね
っ
と
」
は
網
を
踏
ま

な
い
よ
う
に
歩
く
運
動

で
頭
と
体
を
使
い
ま

す
。
運
動
後
の
昼
食
会

で
は
、
失
敗
談
で
話
し

が
弾
み
、
健
康
づ
く
り

か
ら
仲
間
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

●

網を踏まないように歩く運動｢ふまねっと｣

●

行
っ
て
み
よ
う
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ガ

　
北
海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
悪
質
商
法
な
ど
の

消
費
生
活
に
係
わ
る
情
報
や
知
識
を
得
る
場
と
し
て
、
町

内
会
等
の
団
体
や
個
人
に
対
し
て
広
く
開
放
し
て
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
コ
ー
ス
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
相

談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【見学コース実施内容(例)】

･センター紹介(５分)

･ミニ講座

　｢悪質商法の実態と対策｣

　　　　　　　　　(１時間)

･くらしの広場見学(30分)

･商品テスト室見学(30分)

【ミニ講座の分類例】

食･衣料･環境･悪質商法･

契約･くらし

＜連絡先＞

北海道立消費生活センター

　　　　　　　　　(啓発部)

Ｔｅｌ．０１１-２２１-０１１０

内
閣
府
サ
イ
ト
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
を

ご
存
知
で
す
か

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
を
狙
う
悪
質
商
法
等
の
犯

罪
は
、
手
を
替
え
、
品
を
替
え
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
最
新
の
手
口
と
対
策

を
月
に
一
回
知
ら
せ
て
く
れ
る
「
見

守
り
新
鮮
情
報
」
。
家
族
や
地
域
の

高
齢
者
の
た
め
に
、
中
し
込
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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　　　　　一一一一一一　-…－災害に強いまちづくりのページ

　
全
国
各
地
で
度
重
な
る
台
風
や
地
震
、
豪
雪
、
豪
雨
等

に
よ
る
被
災
を
教
訓
に
、
本
会
で
は
「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
大
会
の
開

催
や
研
修
会
へ
の
助
成
事
業
を
通
じ
て
、
災
害
時
に
住
民

が
助
け
あ
え
る
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
地
域
の
助
け
あ
い
、
支
え
あ
い
を
応
援

防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
平
成
□
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
会
員

組
織
や
会
員
組
織
所
属
の
地
区
連
合
会
・
単
位
町
内
会
が
主

催
・
共
催
す
る
「
防
災
訓
練
」
や
「
自
主
防
災
組
織
研
修
会
」

に
対
し
２
万
円
の
助
成
を
し
て
、
各
地
の
安
心
・
安
全
な
町
内

会
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
目
の
平
成
１
９
年
度
は
、
３
４
市
区
町
村
の
５
８
組
織
が
実

施
す
る
研
修
会
に
対
し
て
助
成
を
し
ま
し
た
。
研
修
会
の
内
容

は
，
他
言
等
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
で
消
火
器
の
使
い
方
や
応

急
手
当
の
方
法
、
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
で
避
難
方
法
や

対
応
を
話
し
合
う
な
ど
の
研
修
会
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

【
研
修
会
の
メ
ニ
ュ
ー
】

・
自
主
防
災
組
織
研
修
会
や
組
織
づ
く
り
の
た
め
の
会
議

・
防
災
講
習
会
、
炊
き
出
し
訓
練
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り

・
災
害
図
上
訓
練
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

・
応
急
手
当
研
修
会
、
救
急
手
当
研
修
会
な
ど

一

●

平
成
1
9
年
度
の
事
例

●

　
東
区
栄
西
連
合
町
内
会
（
９
、
１
０
８
世
帯
）
で
は
、
７
月

２
９
目
と
８
月
５
日
の
２
回
に
分
け
て
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し

た
親
子
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
２
日
間
で
１
０
２
名
。
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、

災
害
時
の
基
本
的
な
訓
練
を
親
子
で
休
験
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
消
火
栓
を
開
け
て
大
き
な
容
器
に
水
を
溜
め
て
ス

タ
ー
ト
。
参
加
し
た
親
子
全
員
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
身
近
な
も
の
を
使
っ
た

担
架
づ
く
り
を
学
び
、
出
来
上
が
っ
た
担
架
に
ケ
ガ
人
を
乗
せ

て
救
護
所
に
搬
送
し
、
応
急
手
当
の
訓
練
で
す
。

　
夏
休
み
の
一
日
、
親
子
そ
ろ
っ
て
災
害
時
の
訓
練
を
休
験

し
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

消火栓を開けて訓練スタート

一

親子全員でバケツリレー

防
災
活
動
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
地
震
、
風
水
害
、
火
事
等
が
起
き
て

も
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
日
頃
の
備
え
を
中

心
に
、
そ
れ
ら
の
災
害
時
へ
の
対
応
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
地
域
で
の

防
災
活
動
に
ご
活
用
下
さ
い
。
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正しい応急手当を覚えておくと､いざというときに役立ちます。

やけど

●きれいな水でよく冷やす。

衣類が皮膚にはりついて

いるときは、無理に

はがさず、そのまま

冷やす、

●水ほうを破ったりしない。

言四谷
千台ご

小さな傷

●こすらないよう
注意して

きれいな

水で洗う。

※
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
抜
粋
（
平
成
1
8
年
９
月
１
日
発
行
）

タウンロード先h卯Wwww.d-(horen.orjp/torikumしsai9ai.html
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ゴミの減量･資源リサイクル全道運動

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
む
け
て

主
要
テ
ー
マ
は

地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題

　
今
年
の
夏
７
月
７
・
８
・
９
日
の
３
日
間
、

爺
湖
町
で
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　J,もてなしの勺．

奪
北
海
道
洞

　
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
は
、
年
に
一
度
、
主
要
８
力
国
の
首
脳

が
集
い
、
国
際
社
会
の
諸
課
題
が
話
し
合
わ
れ
る
重
要
な

国
際
会
議
で
、
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
は
「
地
球
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
」
が
主
要
テ
ー
マ
で
す
。
豊
か
な
自
然
と
環

境
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。
本
号
で
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
６
％
削
減
を
目
標
と
し
た
京
都
議
定
書
の
取
り

組
み
と
あ
わ
せ
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
私
た
ち
に
も
で
き

る
身
近
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
６
％
削
減
目
標

京
都
議
定
書
が
４
月
１
日
本
格
ス
タ
ー

レ

　
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
、
京
都

議
定
書
の
取
り
組
み
が
４
月
１
目
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま

す
。
日
本
は
１
９
９
０
年
を
基
準
年
と
し
、
２
０
０
８
年
か
ら

２
０
１
２
年
ま
で
の
５
年
間
に
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
１
９
９
０
年
の
基
準
年
よ
り
６
％
減
ら
す

目
標
を
立
て
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
２
０
０
５
年
度
に
は
基
準
年
よ
り
７
・
７
％
増
加

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
９
５
％
を
占
め
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は

1
0
％
以
上
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

●●●●●●

豊
か
な
自
然
と
環
境
を
守
る
ま
ち

「
浜
中
町
」
町
を
あ
げ
て
レ
ジ
袋
を
・

　
釧
路
管
内
の
浜
中
町
で
は
、
平
成
2
0
年

４
月
か
ら
、
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
町
内
の

ほ
ぼ
全
小
売
店
で
の
レ
ジ
袋
有
料
化
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
石
油
資

源
の
無
駄
遣
い
抑
制
を
め
ざ
す
町
が
要
請

※
京
都
議
定
書
は
、
１
９
９
７
年
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ

た
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
）
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
議
定
書
で
は
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い
て
先
進
国
に

お
け
る
削
減
率
を
１
９
９
０
年
を
基
準
と
し
て
各
国
別
に

定
め
、
共
同
で
約
束
期
間
内
に
目
標
値
を
達
成
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
φ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ト
レ／

一
｛

し
た
も
の
で
、
昨
年
６
月
に
レ
ジ
袋
削
減
検
討
委
員
会
を
設
け

て
協
議
の
う
え
、
広
報
紙
や
説
明
会
に
よ
る
住
民
へ
の
周
知
な

ど
、
約
１
年
間
を
か
け
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
経
済
産
業
省

に
よ
る
と
、
レ
ジ
袋
有
料
化
の
勣
き
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
が
、
自
治
体
主
導
で
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
は
道
内
初
と

の
こ
と
で
す
。
小
売
店
だ
け
で
は
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

や
焼
肉
店
、
葬
祭

業
者
な
ど
も
加
わ

り
計
6
0
店
で
、

年
間
２
１
０
万
枚

の
レ
ジ
袋
の
消
費

量
を
８
割
減
ら
す

こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

●

マイバッグ持参のお客さん

一　　 -

●
-

，匹　　’･　生活ｽﾀｲﾙの見直しで二酸化炭素を削減

私たちの生活を見直し、二酸化炭素を出さない暮らしが求められています。

次の10の取り組みのうち、できることから始めてみませんか。

公
一

il　O風呂の残り湯を洗濯に22｀まわ≦　　　　　　　　　　　一国ＳＩ

-

一
心

‘‾～｀へゝ

　惨1｀い

　’つ 　ジャーの保温を止めるｏ　　　　　　嘔皿ｌ

，家族が同じ部屋で団らんし､暖房と照lO
利用を２割減らす　一l一一zl

e買い物袋を持ち歩き､省包装の

ｉ野菜を選ぶ　　　一一IZI

6テレビ番組を選び､１日１時間テレ
ｐﾋﾞ利用紬咸らす　匪1圀霞１

幽

r同3i一

・冷房の温度を1゜C高く､暖房の温度をｏて巡薇毎'iiiiiii

　週2日､往復8kmの車の運転をｏ
やめる　　　　ＥＺ一ヨ

　１日5分間､駐車や停車中にｏごダ蒜ご9･i靉閲1

　主電源を切り､待機電力をｏ屈昌司I｀J゛i一一7四

北
海
道
町
内
会
連
合
会
は
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
逆
説
会
議
の
構
成
団
体
と
し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
の

成
功
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

一才雙1

Eﾏｰ゛-　1=-

シャワーを１日１分家族全員が

四国皿l
ｏ以ｊ

　』1て41?t
素

にt,呉哨咀石｢地球温暖化ハネル｣より
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四六。

支庁地区町内会連絡協議会の概要

根室管内町内会

連絡協議会

組　織

釧路支庁管内市町村町内会

連絡協議会

渡島支庁管内町内会

連絡協議会

胆振管内町内会

連絡協議会

十勝支庁地区町内会

連絡協議会

網走管内町内会自治会

連絡協議会

宗谷管内町内会自治会

連絡協議会

上川支庁管内町内会自治会

連絡協議会

名 会長名

支庁地区町内会連絡協議会のすがた
メ

→七¬

　　　　　　｜

　支庁地区を単位とした町内会連絡協議会は道内で８組織結成され､管内市町村間の連絡調整、

交流､研修､各種運動の推進等がすすめられています。

　本号では平成19年度に助成した８組織の概要をご紹介します。

〔支庁地区町内会連絡協議会への強化助成にづい首〕

本会では､支庁地区単位で結成された連絡協議会の活動に対して､市町村の町内会活動の充実･強化を図リ

支庁地区連絡協議会の結成を促進するために､次のような活勅裁の助成をして応援しています。

・活動助成費

・加入促進・共済啓発活動費

事務局

３万円

３万円

加　入

市聯寸数

ダ管内

市町村数

５／５

市町村

８／８

市町村

11/11

市町村

10/11

市町村

10/19

市町村

18/19

市町村

5/9

市町村

9/22

市町村

根室市

町会連合会

釧路市

連合町内会

函館市

町会連合会

　　　　　::　　　　　e

　〃　･l　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　St

ld●　　　　　　l●　　dlr　　l･･

加　　　入

市町村名

根室市・別海町・中標津町・

標津町・羅臼町

釧路市・釧路町・厚岸町・

浜中町・標茶町・弟子屈町・

白糠町・鶴居村

函館市・松前町・福島町・

知内町・木古内町・北斗市・

七飯町・鹿部町・森町・

八雲町・長万部町

室蘭市・苫小牧市・登別市・

伊達市・豊浦町・洞爺湖町・

壮瞥町・白老町・安平町・

むかわ町

帯広市・新得町・清水町・

芽室町・中札内村・大樹町・

広尾町・本別町・足寄町・

陸別町

北見市・網走市・紋別市・

大空町・美幌町・津別町・

斜里町・清里町・小清水町・

訓子府町・置戸町・佐呂間町・

遠軽町・滝上町・興部町・

雄武町・上湧別町・湧別町

稚内市・猿払村・中頓別町・

枝幸町・豊富町

士別市・名寄市･富良野市･

当麻町･上富良野町・剣淵町・

下川町･美深町･中川町

H19年度

予算額

　(千円)

１

１９３

３６０

９９

２６６

２４１

２６９

１４５

２０２

結成年月

隔和58年
11月30日

平成２年

６月29日

平成４年

９月17日

平成４年

３月24日

平成４年

10月23日

平成10年

５月21日

平成11年

２月26日

平成13年

11月26日

｜

｜

｜

－
‐

｜

｜

‐
－
‐

｜

！

剖栽市　｜

町内会連合会|

帯広市　　｜

町内会連合会!

網走市　　｜

町内会連合会|

稚内市町内会|

連絡協議会｜

富良野市連絹

町内会協議会|

●

●
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５．平成19年度の見舞金支給事例

軽傷事故見舞金　一律６,５００円

65歳男性

　七夕まつりを終えて､会館天井に飾り付けた風鈴

の取り外し作業中､バランスを崩してイスから転

倒｡左手人差し指挫傷で２日通院して治りました。

軽傷事故は、通院した日が５日以内（１～５日）

に治ゆした事故をいい、一律6,500円の見舞金が

支給されます。（入院は除きます）

傷害見舞金　７１,６００円

66歳女性

　婦人部長として､ふれあい交流会に参加中､会場

のステージ階段を踏み外して転倒｡救急車で搬送

され､右足関節脱臼骨折で32日間入院､その後２

日通院して治りました。

(見舞金の内訳)

　・入院分

　・通院分

　・医師等証明料

64,000円

　2,600円

　5,000円

（32日×2,000円）

（２日×1,300円）

後遺障害見舞金　10万円

70歳男性（200万円×5%＝10万円）

　班長として､町内会費徴収中に凍結路面で転倒。

右上腕骨頚部骨折により関節機能に著しい障害

を残すため､５％の後遺障害見舞金が支給されま

した｡なお､この方には､通院54口分の傷害見舞金

73,350円が別途支給されています。
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●新年度の加入にむけてご活用下さい

　パンフレット｢道町連共済のご案内2008｣

　道町連共済の内容を紹介したパンフレット

｢道町逓共済のご案内2008｣を作成しました。

会員･準会員組織の皆様にはすでにお送りして

いますのでご活用下さい｡なお､本パンフレッ

トは本会ホームページにPDFファイルを掲載し

ていますので普及･啓発等にご活用下さい。

　URL:http://www.d-〔horen.orjp/torikumi_kyosai.html
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豪道の町丙会活藍を

2oo8r７でnのご案内
　r繕町●共済Jは、ｔ内９・目治茜活ｌ中に・故ｃ昂わｎたとさ、見舞金を

支哨ぴるr有限ｌ任中珊t人尤屠温町内ａ連合会』の１・相互のｇひあtMD●舞

で・．

Ｘ＿ご

リ昭和58年にスタートしました．

心ノ

　t淘還町内９・合一に詑儒する脅・組羞、Ｓ會ｌｓ嵐２所竟する町内１嶮員や町内治員の皆さんが、

Ｑとりぼ20Q阿のｉｌｔ!迦ｌ遭践・jに防入いただけ軟聾．

　現在、宝毫|埓眉区町りが5124673名一眼ａ奪丿同14S凌在jの諏入をい・だき、元気で安全な町内会

店・き支えていまｌ．

加入は（ｌ入部λlとC役驚ｰλjの2通り

●r伺ＡＸ入），jri内ａの創l･ぴ凶ｎａ・

　１り・ジ;a/μμ緊ぞf.

●（役ａ旭入〕、Ili内心｡l＆11&剥1で11ろ

　ﾀﾞJ’.1j､CF ･ﾐ鳩！ご・八し、呼Q・･pC勉

　･ぶ』･:’之続１Ｑわ,ら11こむｆＱｉｇ沙）跨;sで

　そａまｔーしい7･.こＦＭ‘ｃき１「

０個人加入・校・・入ともに.尾・童の内警Ｕ罵

わリありません.

●代理か認められる場合･･

　　tf　｀q芦

・の盈息雄外とｇる見･１-へａＥ劃ｔｌ２･●事ｉー虞xi3印昭Stで擾ﾐし・し以

ｏ５７ｅ？ｌｑ¶５りら、偏胃曼加蛮句重紡上・110乃円としたａま銘・として、胃スタートし・ｌ．なj･

RJ舎費、死ＣＡ・ｔ連綿書見淘皇、頁亡ｅ甕ー豊．入重日●●教９●一個蓼故見薦１は趾凛どａりでｌ．

●共済･黄

　ひとIJ年20e河（￥蔵適中のＳＡち・匍

●鈍滴帛鵜

4月1日から差琴3刈31日までの1堺禰

1年ま追申の加入も3Q3¶白まで｝

Ｍ・,りｚ以1 112･りふが加入ａをとり１とf,.

r丿．〃ｇｉを１λで４Ｓｐｉを滴肖yl内ａ呻ａａり

il｀:参会ｉｓい.Z・λした・Ｒ９ｒｊ９１し・ず

　'ljlヽ11力吋みマαｎ＆・ｒ毛町y､9･gぢ･.･

,'.心．ｇ暁なλ1･町内g:一双わlnlS,･伺りi一

心jﾇ舅ｔｔる２り1間,り･･i･胃を･･jていまｉ

　　　　　　　　　一

べ價l}〃 ヽ一一－

札幌市中央区北２条西７丁目

北海道社会福祉総合センター３階

有限責任中間法人北海道町内会連合会事務局

TEL011-271-3178 FAX011-251-3971

９＠●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●畠●●●●●●●●●●●●●●●●

●Ｓ● 平成20年４月からの道町連共済について
全道の町内会活動を支えるために

●保険業法の適用除外となる見舞金制度として再スタート

　道町迪共済は､改正保険業法（平成18年4月１日施行）に対応するため、（道町連共済の改定内容）　平成20年4月1日改定

｢傷害見舞金の支給に限度額を設け､法の適用除外となる見舞金制度への

転換｣を第２回理事会(平成20年3月18日開催)で決定しました｡平成20年

4月１日から､傷害見舞金(入院･通院)の支給上限を10万円とした見舞金制

度として再スタートします｡なお､共済会費､死亡Ａ･後遺障害見舞金､死亡

Ｂ見舞金､入院日額､通院日額､軽傷事故見舞金は従来どおりです。

支給額の限度設定の代替として

●安心･安全のための事業充実を図ります

種類
傷害見舞金

入院 通院

支給額
入院日額

　　2,000円

通院日額

　　1,300円

an一一一一1一一

現（昌ぽ認回診ぢ

傷害見舞余の支給額に限度設定をする代替として､安心･安全のための事業充実を図ります。

①｢防災活動研修会助成支援事業｣を拡大

　･指定箇所現行60箇所-や100箇所に拡大･１会員組織２箇所⇒３箇所に拡大

　・対象事業安心･安全のためのメニューを追加

②安心･安全のための｢啓発パンフレット｣を作成･配付

住みよいまちづくリ通信No591
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●安心して活動に参加いただくために

　「道町連共済」は町内会・自治会活動中に事故

にあわれたとき、見舞金を支給する北海道町内

会連合会の会員相互の助けあいの事業です。

　会員組織・準会員組織に所属する町内会役員

や町内会員の皆さんが、ひとり年200円の会費

で「道町連共済」に加入いただけます。

●平成19年度は12万人が加入

　平成19年度の共済加入者は120,673名。

道内の116市区町村の3,535町内会より加入い

ただき、前年度より約4,000名僧となりました。

　また、個人加入と　図1個人･役職加入の割合
丿四JrFr-ふ「●A　－役職加入の割合は、

図1のとおり個人加

入が全体の２４％、

役職加入が76％の

状況でした。

●平成19年度は75件の見舞金を支給

　平成19年度の事故は75件､見舞金は総額1,90

9,190円が支給されました。

　前年度に比べ、事故件数は16件減、支給総額

は約３００万円減となりました。ｲ島害見舞金の１

件あたりの平均支給額は約24,000円でした。

(内訳)

傷害見舞金　　　74件１,８０９,１９０円

後遺障害見舞金　1件　　１００,０００円

●75件の事故の状況

　１．性別・年齢別

　　　－ケガが多かったのは60代の男性－

　性別･年齢別では、図２のとおり、前年度同

様、60代・70代の方に事故が集中し、最も事

故が多かったのは60代の男性でした。全休の男

女比は、男性が47名、女性が28名で、前年度

同様、事故の割合は男性が多く占めています。

　　　　　　図2性別･年齢別の状況
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２ どんなケガが多いか

　一最も多い転倒による骨折－

　ケガの内容は､図

３のとおり､前年度

同様､骨折が最も多

く20件(27％)で､続

いて､打撲が１４件

(19％)と多くありま

した。

図３ケガの内容
腱･筋損傷

　３．事故の発生時期

　　一事故が最も多かった８月と９月－

　図４のとおり､事故の発生時期は､8月と9月がと

もに12件と最も多く､お祭りやレクレーション行事

での事故が多く発生しました。

　　　　　　　　図4事故の発生月
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　４．どのような活動中の事故が多かったか

　一環境整備･資源回収･除排雪中に多く発生－

　図５のとおり､環境整備･資源回収･除排雪での

事故が最も多く､前年度に比べ､盆踊り･お祭り､運

動会等のスポーツ行事での事故が減少しました。

環境整備･資源回収･除排雪

回覧板･広報配付･町内会費徴収

　　　　　盆踊り･お祭り

図５活動ごとの事故状況

総会･役員会等の運営業務

レクリエーション等の親睦行事

高齢者宅への訪問活動等の福祉活動

交通安全･防災･防犯活動

運動会等のスポーツ行事

　　　　　　　　　研修会:

○ １０
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１５ ２０
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北海道町内会連合迦

剖む0周年記念事業の謳

'懐 －･･

　平成２０年６月、本会は創立３０周年を迎えま

す。平成１９年度から記念誌の発行をはじめ、記

念大会の開催、特別表彰の実施等の記念事業の準

備をすすめてきました。

　例年、春に開催の全道町内会活動研究大会、秋

に開催のブロック別町内会活動研究大会は、下記

の記念大会にかえて開催いたします。

　春：創立30周年記念

　　　北海道町内会連合会大会

　北海道内の町内会・自治会関係者の皆さんとともに

活動を振り返ります。

○とき平成２０年５月２７目（火）13:00

○ところ札幌巾かでる2.7ほか

○参加費記念大会　3,000円

　　　　　記念パーティ7,000円

○内容

　【記念大会】13:00～

　・式典表彰

　　創立３０周年記念功労者特別表彰

　　優良組織表彰・感謝

　・記念講演

　　テーマ「知床を語る

　　　　　　～住民運動から世界自然遺産へ」

　　講師前斜里町長午来昌氏

　・研修会

　　テーマ「安心・安全な暮らしを支える町内会での
　　　　個人情報保護法の取扱い」

講師札幌総合法律事務所弁護士

　　　　石川和弘氏

　・大会宣言

【記念パーティ】18:00～

　秋：道町連創立30周年記念

　　　全国自治会連合会札幌大会

　全国から町内会・自治会関係者の皆さんを札幌の地

にお迎えします。

○とき平成２０年１０月２日（木）13:00

○ところ札幌市京王プラザホテル

○参加費大会2,000円（検討申）

　　　　　交歓会7,000円

○内容

【記念大会】13:00～

　・第１部大会

　・第２部講演会

　　テーマ「北海道で考える」

　　講師富良野塾主宰倉本

　・第3部町内会活動実践報告会

【交歓会】17:00～

聴氏

　　　　　－　　--－道町連からのお知らせ　　）
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平成20年度総会のご案内

　とき平成20年５月28目（水）9:30～

　ところ北海道第２水産ビル8階会議室

　議事

１）報告事項

　　道町連共済の改正保険業法への対応

　　平成19年度事業報告

　　平成19年度収支決算報告

　　平成19年度監査報告

（２）協議事項

　　共済規程の一部改正

　　平成20年度事業計画

　　平成20年度収支予算

（３）選任事項

　　役員改選

s剱

町内会活動実践者研修会のご案内

　　　　　　　ｼﾘｰｽﾞ⑨

災害時に備えた町内会での個人情報の取扱い

○と　き　平成20年8月3目（目）

○ところ　札幌市かでる2.7

○参加費　2,000円

○内　容

　石川和弘弁護士（札幌総合法律事務所）を講師

に迎え災害時に備えた町内会での個人情報の取扱

いを学びます。

北海道の単位町内会･自治会組織のすがたを発行

　　単位町内会･自治会組織基本調査の報告

　北海道内の単位町内会・自

治会組織の概況や具体的な事

業内容、抱える課題等を平成

19年9月に調査した結果をま

とめました。

　本会ホームページにPDF

ファイルを掲載しております

ので、町内会活動の充実のた

めにご活用下さい。

｜

北満遍の単位駒内会･自渚参組織のすがた

　　m

１

｜

１

１

t.aa'i｡.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A4判51ページ

URL:http://www､d-choren.orjp/torikumしkoho.html

北広島市南町第二自治会様（1月29日付）

　平成19年12月６日以降、新たに加入された準会

員の仲間です。平成20年３月３１目現在、会員組

織150組織、準会員組織95組織が本会に仙人され

ています。
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